令和 (れいわ)３年度 (ねんど)知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)居宅 (きょたく)介護 (かいご)職員 (しょくいん)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)実施 (じっし)要綱 (ようこう)

１．《趣 (しゅ)　旨 (し)》
　　　障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の資格 (しかく)取得 (しゅとく)を支援 (しえん)し、専門的 (せんもんてき)な「知識 (ちしき)」と「技能 (ぎのう)」を身 (み)に付 (つ)けた
豊か (ゆた　　)な人材 (じんざい)を育て (そだ　　)、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の就労 (しゅうろう)を支援 (しえん)することを目的 (もくてき)としています。

２．《主 (しゅ)　催 (さい)》　　 静岡県 (しずおかけん)
<受託 (じゅたく)団体 (だんたい)>　一般 (いっぱん)社団 (しゃだん)法人 (ほうじん)静岡県 (しずおかけん)社会 (しゃかい)就労 (しゅうろう)センター協議会 (きょうぎかい)
<実施 (じっし)法人 (ほうじん)>　社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)農協 (のうきょう)共済 (きょうさい)中伊豆 (なかいず)リハビリテーションセンター
社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)富岳会 (ふがくかい)
社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)明光会 (めいこうかい)
社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)明和会 (めいわかい)
社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)天竜 (てんりゅう)厚生会 (こうせいかい)

３．《研修 (けんしゅう)期間 (きかん)》
　　　　令和 (れいわ)３年 (ねん)９月 (がつ)～令和 (れいわ)４年 (ねん)１月 (がつ)　（研修 (けんしゅう)時間 (じかん)は195時間 (じかん)）
　　　　開講式 (かいこうしき)…　令和 (れいわ)３年 (ねん) ９月 (がつ)15日 (にち)（水 (すい)）～　地区 (ちく)毎 (ごと)開催 (かいさい)
　　　　修了式 (しゅうりょうしき)… 令和 (れいわ)４年 (ねん)２月 (がつ)９日 (にち)（水 (すい)） 会場 (かいじょう)：５ (ご)風 (ふ)来 (く)館 (かん)４階 (かい)会議室 (かいぎしつ)

４．《受講 (じゅこう)対象者 (たいしょうしゃ)の要件 (ようけん)》
　 ①障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)または医師 (いし)の診断書 (しんだんしょ)を所持 (しょじ)する障害 (しょうがい)のある人 (ひと)
②介護 (かいご)現場 (げんば)等 (とう)へ一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する人 (ひと)　　　
③全て (すべ　　　)の開講 (かいこう)日 (び)に参加 (さんか)でき、原則 (げんそく)として自分 (じぶん)で受講 (じゅこう)会場 (かいじょう)に通える (かよ　　　　)人 (ひと)
以上 (いじょう)、全て (すべ　　　)にあてはまる人 (ひと)
※受講 (じゅこう)申込 (もうしこ)みの際 (さい)は、現在 (げんざい)所属 (しょぞく)する学校 (がっこう)、勤務先 (きんむさき)、事業所 (じぎょうしょ)等 (とう)に許可 (きょか)を得 (え)てください。
※受講 (じゅこう)にあたり、地区ごと面接 (めんせつ)などを行 (おこな)います。
※受講 (じゅこう)希望者 (きぼうしゃ)が定員 (ていいん)に達 (たっ)した場合 (ばあい)は、当該 (とうがい)年度 (ねんど)に就 (しゅう)労 (ろう)する人 (ひと)を優先 (ゆうせん)します。

５．《受講 (じゅこう)定員 (ていいん)》
　受講 (じゅこう)定員 (ていいん)は、50名 (めい)とし、各地区 (かくちく)10名 (めい)程度 (ていど)とします。

６．《受講料 (じゅこうりょう)》
受講料 (じゅこうりょう)は無料 (むりょう)です。　但し (ただ　)、研修 (けんしゅう)で使用 (しよう)するテキストの代金 (だいきん)として5,500円 (えん)を
いただきます。受講 (じゅこう)するための交通費 (こうつうひ)、食事代 (しょくじだい)は別途 (べっと)実費 (じっぴ)が必要 (ひつよう)です。

７．《取得 (しゅとく)資格 (しかく)》　
研修 (けんしゅう)を全て (すべ　　　)受講 (じゅこう)し、筆記 (ひっき)試験 (しけん)に合格 (ごうかく)した人 (ひと)は、居宅 (きょたく)介護 (かいご)職員 (しょくいん)初任 (しょにん)者 (しゃ)研修 (けんしゅう)課程 (かてい)修了者 (しゅうりょうしゃ)として認定 (にんてい)され、修了式 (しゅうりょうしき)において県 (けん)知事名 (ちじめい)の修了 (しゅうりょう)証明書 (しょうめいしょ)が交付 (こうふ)されます。


８．《研修 (けんしゅう)内容 (ないよう)》
　１）【講義 (こうぎ)および演習 (えんしゅう)】　
　　　　　　　　　　　　介護 (かいご)の基本 (きほん)・老人 (ろうじん)福祉 (ふくし)や障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)に関 (かん)する知識 (ちしき)、
こころとからだのしくみと生活 (せいかつ)支援 (しえん)技術 (ぎじゅつ)を習 (しゅう)得 (とく)
　２）修了 (しゅうりょう)評価 (ひょうか)　　筆記 (ひっき)試験 (しけん)
筆記 (ひっき)試験 (しけん)日 (び)　　令和 (れいわ)４年 (ねん)１月 (がつ)26日 (にち)（水 (すい)）
但 (ただ)し、筆記 (ひっき)試験 (しけん)は研修 (けんしゅう)総 (そう)時間 (じかん)数 (すう)195時間 (じかん)には含 (ふく)まれません。

９．《会 (かい)　場 (じょう)》
　 各地区 (かくちく)担当 (たんとう)法人 (ほうじん)指定 (してい)会場 (かいじょう)

10．《申込み (もうしこ　　　　)期間 (きかん)》
令和 (れいわ)３年 (ねん)８月 (がつ)16日 (にち)（月 (げつ)）から９月 (がつ)10日 (にち)（金 (きん)）

11．《申 (もうし)込 (こ)み先 (さき)及 (およ)び問 (とい)合 (あわ)せ先 (さき)》
　　　一般 (いっぱん)社団 (しゃだん)法人 (ほうじん)静岡県 (しずおかけん)社会 (しゃかい)就労 (しゅうろう)センター協議会 (きょうぎかい)
　　　〒420-0031　静岡市 (しずおかし)葵区 (あおいく)呉服 (ごふく)町 (ちょう)2-1-5 　 Tel: 054-204-5088　鈴木 (すずき)

伊豆 (いず)地区 (ちく)：社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん) 農協 (のうきょう)共済 (きょうさい)中伊豆 (なかいず)リハビリテーションセンター
〒410-2507　伊豆 (いず)市 (し)冷 (ひえ)川 (かわ)1523-108　　 　Tel: 0558-83-2111　川井 (かわい)

東部 (とうぶ)地区 (ちく)：社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん) 富岳会 (ふがくかい)　富岳 (ふがく)の園 (その)　
〒412-0033　御殿場市 (ごてんばし)神山 (こうやま)1925-1148　　Tel: 0550-87-0161 早野 (はやの)　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
中部 (ちゅうぶ)地区 (ちく)：社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん) 明光会 (めいこうかい)
　　　〒421-1211　静岡市 (しずおかし)葵区 (あおいく)慈悲 (しいの)尾 (お)180　   　Tel: 054-278-7005　杉本 (すぎもと)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中東 (ちゅうとう)遠地区 (えんちく)：社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん) 明和会 (めいわかい)　ラック
〒437-0021　袋井市 (ふくろいし)広岡 (ひろおか)4296　　　　　 Tel: 0538-43-0826  松島 (まつしま) 

西部 (せいぶ)地区 (ちく)：社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん) 天竜 (てんりゅう)厚生会 (こうせいかい)　研修 (けんしゅう)センター
〒434-0015　浜松市 (はままつし)浜北区 (はまきたく)於 (お)呂 (ろ)4201-6　 Tel: 053-583-1123　藤田 (ふじた)

12．《個人 (こじん)情報 (じょうほう)の取り (と　)扱い (あつか　　　)について》
　　　　本研修会 (ほんけんしゅうかい)の申込者 (もうしこみしゃ)にかかる個人 (こじん)情報 (じょうほう)は、個人 (こじん)情報 (じょうほう)保護法 (ほごほう)に基づき (もと　　　　)、
適切 (てきせつ)に取り扱う (　と　　　あつか　　)こととしており、他 (た)の目的 (もくてき)で使用 (しよう)することはありません。
　　　　参加者 (さんかしゃ)相互 (そうご)の情報 (じょうほう)交換 (こうかん)、交流 (こうりゅう)を円滑 (えんかつ)に行う (おこな　　　)ことを目的 (もくてき)として「参加者 (さんかしゃ)名簿 (めいぼ)」
を作成 (さくせい)し、当日 (とうじつ)参加者 (さんかしゃ)に配布 (はいふ)します。参加者 (さんかしゃ)名簿 (めいぼ)には氏名 (しめい)のみを掲載 (けいさい)します。

13．《その他》
　　　　開催 (かいさい)については、研修 (けんしゅう)前 (まえ)の検温 (けんおん)、手指 (てゆび)消毒 (しょうどく)、会場 (かいじょう)の換気 (かんき)、３ (さん)密防止 (みつぼうし)など新型 (しんがた)コロナウイルス感染症 (かんせんしょう)感染 (かんせん)防止 (ぼうし)対策 (たいさく)を取 (と)った上 (うえ)で実施 (じっし)します。

令和 (れいわ)３年度 (ねんど)　知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)居宅 (きょたく)介護 (かいご)職員 (しょくいん)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)
受 (じゅ)　　講 (こう)　　申 (もうし)　　込 (こみ)　　書 (しょ)
令和 (れいわ)３年度 (ねんど)知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)居宅 (きょたく)介護 (かいご)職員 (しょくいん)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)を受講 (じゅこう)したいので申し込み (もう　　こ　　　)ます。
　　　　　受講 (じゅこう)希望 (きぼう)会場 (かいじょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
氏 (し)　　　名 (めい)
	（ふりがな）

	性別 (せいべつ)
	
	年 (ねん) 齢 (れい)
	
歳 (さい)

	
	
	生年 (せいねん)月日 (がっぴ)
	昭和 (しょうわ)・平成 (へいせい)　　　年 (ねん)　　月 (がつ)　　日 (にち)

	住 (じゅう)   所 (しょ)

	〒　　　－　

	電話番号 (でんわばんごう)
	固定 (こてい)電話 (でんわ)
	
	携帯 (けいたい)番号 (ばんごう)
	

	学校 (がっこう)、勤 (つと)め先 (さき)
通所先 (つうしょさき)
	
	学年 (がくねん)
年生 (ねんせい)

	受講者 (じゅこうしゃ)の親族 (しんぞく)等 (とう)、連絡先 (れんらくさき)氏名 (しめい)
	（ふりがな）
	受講者 (じゅこうしゃ)との関係 (かんけい)
	

	住 (じゅう)   所 (しょ)

	〒　　　－

（受講生 (じゅこうせい)と住所 (じゅうしょ)が異なる (こと)場合 (ばあい)に記入 (きにゅう)）

	電話番号 (でんわばんごう)
	固定 (こてい)電話 (でんわ)
	
	携帯 (けいたい)番号 (ばんごう)
	

	障害 (しょうがい)の程度 (ていど)についてご記入 (きにゅう)ください。



※障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)の写 (うつ)しを添 (てん)付 (ぷ)してください。
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の資格

しかく

取得

しゅとく

を支援

しえん

し、専門的

せんもんてき

な「知識

ちしき

」と「技能

ぎのう

」を身

み

に付

つ

けた 

豊か

ゆた  

な人材

じんざい

を育て

そだ  

、障害

しょうがい

のある人

ひと

の就労

しゅうろう

を支援

しえん

することを目的

もくてき

としています。 

 

２．《主

しゅ

 催

さい

》   静岡県

しずおかけん

 

<受託

じゅたく

団体

だんたい

> 一般

いっぱん

社団

しゃだん

法人

ほうじん

静岡県

しずおかけん

社会

しゃかい

就労

しゅうろう

センター協議会

きょうぎかい

 

<実施

じっし

法人

ほうじん

> 社会

しゃかい

福祉

ふくし

法人

ほうじん

農協

のうきょう

共済

きょうさい

中伊豆

なかいず

リハビリテーションセンター 

社会

しゃかい

福祉

ふくし

法人

ほうじん

富岳会

ふがくかい

 

社会

しゃかい

福祉

ふくし

法人

ほうじん

明光会

めいこうかい

 

社会

しゃかい

福祉

ふくし

法人

ほうじん

明和会

めいわかい

 

社会

しゃかい

福祉

ふくし

法人

ほうじん

天竜

てんりゅう

厚生会

こうせいかい

 

 

３．《研修

けんしゅう

期間

きかん

》 

    令和

れいわ

３年

ねん

９月

がつ

～令和

れいわ

４年

ねん

１月

がつ

 （研修

けんしゅう

時間

じかん

は195時間

じかん

） 

    開講式

かいこうしき

… 令和

れいわ

３年

ねん

 ９月

がつ

15日

にち

（水

すい

）～ 地区

ちく

毎

ごと

開催

かいさい

 

    修了式

しゅうりょうしき

… 令和

れいわ

４年

ねん

２月

がつ

９日

にち

（水

すい

） 会場

かいじょう

：５

ご

風

ふ

来

く

館

かん

４階

かい

会議室

かいぎしつ

 

 

４．《受講

じゅこう

対象者

たいしょうしゃ

の要件

ようけん

》 

  ①障害者

しょうがいしゃ

手帳

てちょう

または医師

いし

の診断書

しんだんしょ

を所持

しょじ

する障害

しょうがい

のある人

ひと

 

②介護

かいご

現場

げんば

等

とう

へ一般

いっぱん

就労

しゅうろう

を希望

きぼう

する人

ひと

    

③全て

すべ   

の開講

かいこう

日

び

に参加

さんか

でき、原則

げんそく

として自分

じぶん

で受講

じゅこう

会場

かいじょう

に通える

かよ    

人

ひと

 

以上

いじょう

、全て

すべ   

にあてはまる人

ひと

 

※受講

じゅこう

申込

もうしこ

みの際

さい

は、現在

げんざい

所属

しょぞく

する学校

がっこう

、勤務先

きんむさき

、事業所

じぎょうしょ

等

とう

に許可

きょか

を得

え

てください。 

※受講

じゅこう

にあたり、地区ごと面接

めんせつ

などを行

おこな

います。 

※受講

じゅこう

希望者

きぼうしゃ

が定員

ていいん

に達

たっ

した場合

ばあい

は、当該

とうがい

年度

ねんど

に就

しゅう

労

ろう

する人

ひと

を優先

ゆうせん

します。 

 

５．《受講

じゅこう

定員

ていいん

》 

 受講

じゅこう

定員

ていいん

は、50名

めい

とし、各地区

かくちく

10名

めい

程度

ていど

とします。 

 

６．《受講料

じゅこうりょう

》 

受講料

じゅこうりょう

は無料

むりょう

です。 但し

ただ 

、研修

けんしゅう

で使用

しよう

するテキストの代金

だいきん

として5,500円

えん

を 

いただきます。受講

じゅこう

するための交通費

こうつうひ

、食事代

しょくじだい

は別途

べっと

実費

じっぴ

が必要

ひつよう

です。 

 

７．《取得

しゅとく

資格

しかく

》  

研修

けんしゅう

を全て

すべ   

受講

じゅこう

し、筆記

ひっき

試験

しけん

に合格

ごうかく

した人

ひと

は、居宅

きょたく

介護

かいご

職員

しょくいん

初任

しょにん

者

しゃ

研修

けんしゅう

課程

かてい

修了者

しゅうりょうしゃ

として認定

にんてい

され、修了式

しゅうりょうしき

において県

けん

知事名

ちじめい

の修了

しゅうりょう

証明書

しょうめいしょ

が交付

こうふ

され

ます。 

 

 

